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(57)【要約】
【課題】補正量が大きい場合でも、高精度に発光輝度を
補正することができるようにする。
【解決手段】BL輝度ダイナミック制御部６１は、バック
ライト輝度ダイナミック制御をPWM制御により行う。ま
た、輝度調整部６３は、発光輝度取得部６４から供給さ
れたLED５１の発光輝度と、目標輝度値メモリ１４に記
憶されている目標輝度値とに基づいて、輝度補正処理を
行う。より具体的には、目標輝度値に対して５％単位の
LED５１の発光輝度の輝度劣化に対しては、PWM出力期間
のパルス数を増加させる制御で発光輝度を補正し、目標
輝度値に対して５％未満の輝度劣化に対しては、パルス
信号の振幅（電流値）を変化させる制御で発光輝度を補
正する。本発明は、例えば、バックライトを制御するバ
ックライト制御装置に適用できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像信号に応じてパルス信号のパルス幅を変化させることにより、バックラ
イトの発光輝度を制御する発光輝度制御手段と、
　前記画像信号に対応する前記バックライトの発光輝度の目標値である目標輝度値を記憶
する記憶手段と、
　前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光輝度の所定量未満の誤差に対して、前
記パルス信号の振幅を変化させることにより、前記バックライトの発光輝度を補正する第
１の発光輝度補正手段と、
　前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光輝度の前記所定量単位の誤差に対して
、前記パルス信号のパルス数を変化させることにより、前記バックライトの発光輝度を補
正する第２の発光輝度補正手段と
　を備えるバックライト制御装置。
【請求項２】
　前記発光輝度制御手段は、一定期間内の総パルス数に対して所定数のパルスを出力しな
い前記パルス信号を出力させる
　請求項１に記載のバックライト制御装置。
【請求項３】
　前記バックライトは、赤色、青色、および緑色のLEDからなり、
　前記赤色、青色、および緑色のLEDそれぞれ独立に計測された発光輝度を取得する発光
輝度取得手段をさらに備える
　請求項１に記載のバックライト制御装置。
【請求項４】
　入力された画像信号に応じてパルス信号のパルス幅を変化させることにより、バックラ
イトの発光輝度を制御し、
　前記画像信号に対応する前記バックライトの発光輝度の目標値である目標輝度値に対す
る、前記バックライトの発光輝度の所定量未満の誤差に対して、前記パルス信号の振幅を
変化させて前記バックライトの発光輝度を補正する第１の輝度補正か、または、前記バッ
クライトの発光輝度の前記所定量単位の誤差に対して、前記パルス信号のパルス数を変化
させて前記バックライトの発光輝度を補正する第２の輝度補正の、少なくとも一方による
輝度補正を行う
　ステップを含むバックライト制御方法。
【請求項５】
　入力された画像信号に応じてパルス信号のパルス幅を変化させることにより、バックラ
イトの発光輝度を制御する発光輝度制御手段と、
　前記画像信号に対応する前記バックライトの発光輝度の目標値である目標輝度値を記憶
する記憶手段と、
　前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光輝度の所定量未満の誤差に対して、前
記パルス信号の振幅を変化させることにより、前記バックライトの発光輝度を補正する第
１の発光輝度補正手段と、
　前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光輝度の前記所定量単位の誤差に対して
、前記パルス信号のパルス数を変化させることにより、前記バックライトの発光輝度を補
正する第２の発光輝度補正手段と
　を有するバックライト制御装置
　を備える液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライト制御装置、バックライト制御方法、および液晶表示装置に関し
、特に、補正量が大きい場合でも、高精度に発光輝度を補正することができるようにする
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バックライト制御装置、バックライト制御方法、および液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（LCD: Liquid crystal display）は、R（Red）,G（Green）、およびB（B
lue）の着色がされているカラーフィルタ基板、液晶層などを有する液晶パネルと、その
背面側に配置されるバックライトなどにより構成される。
【０００３】
　液晶表示装置では、電圧を変化させることにより液晶層の液晶分子のねじれが制御され
、液晶分子のねじれに応じて液晶層を透過してきたバックライトの光がR,G、またはBの着
色がされているカラーフィルタ基板を通過することによりR,G、またはBの色の光となって
、画像が表示される。
【０００４】
　なお、以下では、電圧を変化させることにより液晶分子のねじれを制御して光の透過率
を変更することを、開口率の制御という。また、光源であるバックライトから出射された
光の輝度を「発光輝度」と称し、表示される画像を視認する視聴者が感じる光の強度であ
る、液晶パネルの前面から出射された光の輝度を「表示輝度」と称する。
【０００５】
　従来、液晶表示装置においては、バックライトが液晶パネルの画面全体を均一かつ最大
（ほぼ最大）の明るさで照明し、液晶パネルの各画素の開口率のみを制御することによっ
て、画面の各画素において必要な表示輝度を得るような制御が行われていた。従って、例
えば、暗い画像を表示する場合においても、バックライトは最大のバックライト輝度で発
光するので、消費電力が大きいという問題があった。
【０００６】
　この問題に対して、例えば、画面を複数の領域に分割し、その分割された領域単位でバ
ックライト輝度を入力画像信号に応じて変化させることにより、低消費電力および、表示
輝度のダイナミックレンジ拡大を実現する技術が提案されている（例えば、特許文献１，
２参照）。
【０００７】
　このような、バックライト輝度を、分割された領域単位で入力画像信号に応じて変化さ
せる制御（以下、適宜、バックライト輝度ダイナミック制御という）には、例えば、レベ
ルがHighとなっているときにバックライトの点灯を表すパルス信号のパルス幅を変化させ
るPWM(Pulse Width Modulation)制御が採用される。
【特許文献１】特開２００５－１７３２４号公報
【特許文献２】特開平１１－１０９３１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、バックライトは、長時間使用していると発光輝度が劣化により低下する。ま
た、近年、バックライトとしてLED(Light Emitting Diode）を使用することが多くなって
きているが、LEDには、温度によって輝度が変化する特性がある。従って、経時劣化や温
度による輝度変化に対して、発光輝度を補正する必要がある。
【０００９】
　経時劣化や温度による輝度変化に対して発光輝度を補正することを考えた場合、上述し
たバックライト輝度ダイナミック制御を行っているPWM制御で、輝度補正のための輝度制
御も同時に行うようにするのは、実装する上で、分解能の限界によって制御精度が低くな
ること、計算アルゴリズムが複雑になることなどの理由により困難である。
【００１０】
　その他、PWM制御とは別に、パルス信号のレベル（振幅）を変化させて、そのレベルに
応じて電流値を変化させることにより、発光輝度を変化させるPAM(Pulse Amplitude Modu
lation)制御を採用することも可能であるが、PAM制御では、特に経時劣化などの大きい変
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化に対する補正を行う場合、LEDにおいて、電流変化に対する波長シフトが発生し、色が
変化してしまうという問題がある。
【００１１】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、補正量が大きい場合でも、高
精度に発光輝度を補正することができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の側面のバックライト制御装置は、入力された画像信号に応じてパルス信
号のパルス幅を変化させることにより、バックライトの発光輝度を制御する発光輝度制御
手段と、前記画像信号に対応する前記バックライトの発光輝度の目標値である目標輝度値
を記憶する記憶手段と、前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光輝度の所定量未
満の誤差に対して、前記パルス信号の振幅を変化させることにより、前記バックライトの
発光輝度を補正する第１の発光輝度補正手段と、前記目標輝度値に対する前記バックライ
トの発光輝度の前記所定量単位の誤差に対して、前記パルス信号のパルス数を変化させる
ことにより、前記バックライトの発光輝度を補正する第２の発光輝度補正手段とを備える
。
【００１３】
　前記発光輝度制御手段には、一定期間内の総パルス数に対して所定数のパルスを出力し
ない前記パルス信号を出力させることができる。
【００１４】
　前記バックライトは、赤色、青色、および緑色のLEDからなり、前記赤色、青色、およ
び緑色のLEDそれぞれ独立に計測された発光輝度を取得する発光輝度取得手段をさらに設
けることができる。
【００１５】
　本発明の第１の側面のバックライト制御方法は、入力された画像信号に応じてパルス信
号のパルス幅を変化させることにより、バックライトの発光輝度を制御し、前記画像信号
に対応する前記バックライトの発光輝度の目標値である目標輝度値に対する、前記バック
ライトの発光輝度の所定量未満の誤差に対して、前記パルス信号の振幅を変化させて前記
バックライトの発光輝度を補正する第１の輝度補正か、または、前記バックライトの発光
輝度の前記所定量単位の誤差に対して、前記パルス信号のパルス数を変化させて前記バッ
クライトの発光輝度を補正する第２の輝度補正の、少なくとも一方による輝度補正を行う
ステップを含む。
【００１６】
　本発明の第２の側面の液晶表示装置は、入力された画像信号に応じてパルス信号のパル
ス幅を変化させることにより、バックライトの発光輝度を制御する発光輝度制御手段と、
前記画像信号に対応する前記バックライトの発光輝度の目標値である目標輝度値を記憶す
る記憶手段と、前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光輝度の所定量未満の誤差
に対して、前記パルス信号の振幅を変化させることにより、前記バックライトの発光輝度
を補正する第１の発光輝度補正手段と、前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光
輝度の前記所定量単位の誤差に対して、前記パルス信号のパルス数を変化させることによ
り、前記バックライトの発光輝度を補正する第２の発光輝度補正手段とを有するバックラ
イト制御装置を備える。
【００１７】
　本発明の第１および第２の側面においては、入力された画像信号に応じてパルス信号の
パルス幅を変化させることにより、バックライトの発光輝度が制御される。また、画像信
号に対応するバックライトの発光輝度の目標値である目標輝度値に対する、バックライト
の発光輝度の所定量未満の誤差に対して、パルス信号の振幅を変化させてバックライトの
発光輝度を補正する第１の輝度補正か、または、バックライトの発光輝度の所定量単位の
誤差に対して、パルス信号のパルス数を変化させてバックライトの発光輝度を補正する第
２の輝度補正の、少なくとも一方による輝度補正が行われる。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、補正量が大きい場合でも、高精度に発光輝度を補正することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に本発明の実施の形態を説明するが、本発明の構成要件と、明細書又は図面に記載
の実施の形態との対応関係を例示すると、次のようになる。この記載は、本発明をサポー
トする実施の形態が、明細書又は図面に記載されていることを確認するためのものである
。従って、明細書又は図面中には記載されているが、本発明の構成要件に対応する実施の
形態として、ここには記載されていない実施の形態があったとしても、そのことは、その
実施の形態が、その構成要件に対応するものではないことを意味するものではない。逆に
、実施の形態が構成要件に対応するものとしてここに記載されていたとしても、そのこと
は、その実施の形態が、その構成要件以外の構成要件には対応しないものであることを意
味するものでもない。
【００２０】
　本発明の第１の側面のバックライト制御装置（例えば、図２の目標輝度値メモリ１４お
よび光源制御回路３２）は、入力された画像信号に応じてパルス信号のパルス幅を変化さ
せることにより、バックライトの発光輝度を制御する発光輝度制御手段（例えば、図２の
BL輝度ダイナミック制御部６１）と、前記画像信号に対応する前記バックライトの発光輝
度の目標値である目標輝度値を記憶する記憶手段（例えば、図２の目標輝度値メモリ１４
）と、前記目標輝度値に対する前記バックライトの発光輝度の所定量未満の誤差に対して
、前記パルス信号の振幅を変化させることにより、前記バックライトの発光輝度を補正す
る第１の発光輝度補正手段（例えば、図２のPAM補正部６６）と、前記目標輝度値に対す
る前記バックライトの発光輝度の前記所定量単位の誤差に対して、前記パルス信号のパル
ス数を変化させることにより、前記バックライトの発光輝度を補正する第２の発光輝度補
正手段（例えば、図２のPWMパルス数補正部６５）とを備える。
【００２１】
　前記バックライトは、赤色、青色、および緑色のLEDからなり、前記赤色、青色、およ
び緑色のLEDそれぞれ独立に計測された発光輝度を取得する発光輝度取得手段（例えば、
図２の発光輝度取得部６４）をさらに設けることができる。
【００２２】
　本発明の第１の側面のバックライト制御方法は、入力された画像信号に応じてパルス信
号のパルス幅を変化させることにより、バックライトの発光輝度を制御し（例えば、図６
のステップＳ１）、前記画像信号に対応する前記バックライトの発光輝度の目標値である
目標輝度値に対する、前記バックライトの発光輝度の所定量未満の誤差に対して、前記パ
ルス信号の振幅を変化させて前記バックライトの発光輝度を補正する第１の輝度補正か、
または、前記バックライトの発光輝度の前記所定量単位の誤差に対して、前記パルス信号
のパルス数を変化させて前記バックライトの発光輝度を補正する第２の輝度補正の、少な
くとも一方による輝度補正を行う（例えば、図７のステップＳ１４およびＳ１５）ステッ
プを含む。
【００２３】
　以下、図を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００２４】
　図１は、本発明を適用した液晶表示装置の一実施の形態の構成例を示している。
【００２５】
　図１の液晶表示装置１は、R,G、およびBの着色がされているカラーフィルタ基板、液晶
層などを有する液晶パネル１１、液晶パネル１１の背面側に配置されるバックライト１２
、液晶パネル１１およびバックライト１２を制御する制御部１３、発光輝度の目標となる
輝度値を記憶する目標輝度値メモリ１４、並びに、液晶表示装置１の各部に電源を供給す
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る電源供給部１５により構成されている。
【００２６】
　液晶表示装置１は、入力される画像信号に対応する原画像を所定の表示領域（表示部２
１）に表示する。なお、液晶表示装置１に入力される画像信号は、例えば、６０Hzのフレ
ームレートの画像（以下、フィールド画像という）に対応する。
【００２７】
　液晶パネル１１は、バックライト１２からの光を透過させる画素としての開口部が複数
配列されている表示部２１、並びに、表示部２１を構成する各画素に対応して設けられて
いる図示しないトランジスタ（TFT：Thin Film Transistor）に駆動信号を送出するソー
スドライバ２２およびゲートドライバ２３により構成されている。
【００２８】
　バックライト１２は、表示部２１に対応する所定の点灯領域において白色の光を発する
。バックライト１２の点灯領域は複数の領域に分割されており、分割された複数の領域そ
れぞれについて個別に点灯が制御される。
【００２９】
　図１では、バックライト１２の点灯領域が、水平方向に５分割、垂直方向に６分割の計
３０分割され、領域Ａ11乃至Ａ56により構成されている。バックライト１２は、領域Ａ11

乃至Ａ56に対応する光源BL11乃至BL56を有する。
【００３０】
　領域Ａij（ｉ＝１乃至５，ｊ＝１乃至６）に配置されている光源BLijは、例えば、所定
の順序で配列された赤色、緑色、および青色のLED（Light Emitting Diode：発光ダイオ
ード）により構成される。光源BLijは、光源制御回路３２から供給される制御信号に基づ
いて、赤色、緑色、および青色の混合により得られる白色の光を発生させる。
【００３１】
　なお、領域Ａ11乃至Ａ56は、バックライト１２の点灯領域を、仕切り板等を用いて物理
的に分割したものではなく、光源BL11乃至BL56に対応する領域として仮想的に分割したも
のである。従って、光源BLijから出射された光は、図示しない散乱板や散乱シートによっ
て拡散されて、光源BLijに対応する領域Ａijだけでなく、その領域Ａijの周辺の領域に対
しても照射されるが、本実施の形態では、説明を簡単にするため、領域Ａijで必要な表示
輝度Ａreqijは、光源BLijによって得られるものとする。
【００３２】
　制御部１３は、液晶パネル１１を制御する液晶パネル制御回路３１と、バックライト１
２を制御する光源制御回路３２により構成される。
【００３３】
　液晶パネル制御回路３１には、フィールド画像に対応する画像信号が他の装置から供給
される。液晶パネル制御回路３１は、供給された画像信号からフィールド画像の輝度分布
を求める。そして、液晶パネル制御回路３１は、フィールド画像の輝度分布から、領域Ａ

ijで必要な表示輝度Ａreqijを算出する。
【００３４】
　さらに、液晶パネル制御回路３１は、領域Ａijで必要な表示輝度Ａreqijから、光源BLi
jの発光輝度を設定する輝度設定値BLsetijと、表示部２１を構成する各画素の開口率を決
定する８ビットの値である設定階調Ｓ_dataを算出する。設定階調Ｓ_dataは、駆動制御信
号として液晶パネル１１のソースドライバ２２およびゲートドライバ２３に供給され、輝
度設定値BLsetijは、光源制御回路３２に供給される。
【００３５】
　光源制御回路３２は、液晶パネル制御回路３１から供給される輝度設定値BLsetijに基
づいて、光源BLijの発光を制御する制御信号としてのパルス信号をバックライト１２に供
給する。これにより、バックライト１２の領域Ａijに配置されている光源BLijは、輝度設
定値BLsetijに応じた発光輝度で発光する。
【００３６】
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　また、光源制御回路３２では、バックライト１２が受光センサ５２（図２）により計測
した赤色、青色、および緑色のLEDそれぞれの発光輝度を取得して、目標輝度値メモリ１
４に記憶されている発光輝度の目標値との誤差を補正する。この誤差は、例えば、経時劣
化や温度変化によって生じるものである。従って、目標輝度値メモリ１４と光源制御回路
３２は、バックライトを制御するバックライト制御装置を構成する。
【００３７】
　図２は、発光輝度制御に関する、バックライト１２と光源制御回路３２の機能ブロック
図を示している。
【００３８】
　バックライト１２は、光源BLijに対応する領域Ａijの各画素を構成する、R，G、および
Bの副画素ごとに、LED５１、受光センサ５２、およびスイッチング素子５３を有する。即
ち、図２のバックライト１２は、１個の副画素の構成を示している。
【００３９】
　光源制御回路３２は、BL輝度ダイナミック制御部６１、パルス生成部６２、輝度調整部
６３、および発光輝度取得部６４により構成される。輝度調整部６３は、PWMパルス数補
正部６５とPAM補正部６６を有する。
【００４０】
　LED５１は、それが配置されている副画素がRの副画素である場合には、赤色を発光する
LEDであり、配置されている副画素がGまたはBの副画素である場合には、それぞれ、緑色
または青色を発光するLEDである。受光センサ５２は、LED５１による、赤色、緑色、また
は青色の発光輝度を計測し、計測結果を発光輝度取得部６４に供給する。スイッチング素
子５３は、例えば、FET（Field Effect Transistor：電界効果トランジスタ）などからな
り、パルス生成部６２から所定のレベルの信号が供給されると、LED５１に電流を流すス
イッチとして機能する。LED５１に電流が供給されると、LED５１は発光する。
【００４１】
　液晶パネル制御回路３１から供給された輝度設定値BLsetijは、光源制御回路３２のBL
輝度ダイナミック制御部６１と輝度調整部６３に供給される。
【００４２】
　BL輝度ダイナミック制御部６１は、パルス生成部６２が生成するパルス信号のパルス幅
を、液晶パネル制御回路３１から供給された輝度設定値BLsetijに応じて変化させる。即
ち、BL輝度ダイナミック制御部６１は、PWM制御により、バックライト輝度ダイナミック
制御を実行する。
【００４３】
　パルス生成部６２は、BL輝度ダイナミック制御部６１および輝度調整部６３の制御にし
たがい、所定のクロックのパルス信号を生成し、スイッチング素子５３に供給する。
【００４４】
　輝度調整部６３は、例えば、経時劣化や温度変化により生じる、発光輝度の誤差を補正
する。即ち、輝度調整部６３は、液晶パネル制御回路３１から供給された輝度設定値BLse
tijに対応する発光輝度の目標値（以下、目標輝度値という）を目標輝度値メモリ１４か
ら取得し、発光輝度取得部６４から供給されたLED５１の発光輝度が輝度設定値BLsetijに
対応する目標輝度値よりずれているかを判定する。
【００４５】
　LED５１の発光輝度と目標輝度値との間に誤差が生じ、補正が必要であると判定された
場合、輝度調整部６３は、LED５１の発光輝度が目標輝度値と同一となるように、パルス
生成部６２が生成するパルス信号を制御する。なお、輝度調整部６３は、発光輝度取得部
６４から取得されたLED５１の発光輝度と目標輝度値との誤差量（補正量）の大きさによ
り、PWMパルス数補正部６５によるパルス数の制御か、または、PAM補正部６６によるパル
スの電流値の制御のいずれか一方、または、その両方を採用する。
【００４６】
　発光輝度取得部６４は、受光センサ５２から供給されるLED５１の発光輝度を取得し、
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輝度調整部６３に供給する。
【００４７】
　次に、図３乃至図５を参照して、BL輝度ダイナミック制御部６１および輝度調整部６３
によるパルス信号の制御について説明する。
【００４８】
　図３は、BL輝度ダイナミック制御部６１によるバックライト輝度ダイナミック制御を説
明する図である。
【００４９】
　BL輝度ダイナミック制御部６１は、図３に示すように、２５パルスの期間に対して、最
初の２０パルスを出力し、残りの５パルスを出力しないパルス信号の繰り返しを、パルス
生成部６２に出力させる。図３において、期間ＴＡが、予め定められた一定期間内（本実
施の形態では、２５パルス分の期間）のうちのPWM出力期間を表し、期間ＴＢがPWM非出力
期間を表す。期間ＴＢでは、Lowレベルの信号が常時出力される。なお、PWM非出力期間の
５パルスは、後述するように、PWMパルス数補正部６５によるパルス数の制御のためのも
のである。
【００５０】
　また、BL輝度ダイナミック制御部６１は、液晶パネル制御回路３１から供給された輝度
設定値BLsetijに応じて、パルス信号のパルス幅（Duty比）を変化させる。例えば、図３
の上段は、Duty比が５０％となるようにBL輝度ダイナミック制御部６１により制御された
ときの、パルス生成部６２が出力するパルス信号を示している。このパルス信号が出力さ
れている状態を、出力状態Ｐとする。
【００５１】
　図３の中段は、出力状態Ｐよりも、LED５１の発光輝度を５０％低下させるときのパル
ス信号を示している。BL輝度ダイナミック制御部６１は、パルス信号のDuty比が２５％と
なるように、パルス生成部６２が出力するパルス信号を制御する。
【００５２】
　図３の下段は、出力状態Ｐよりも、LED５１の発光輝度を５０％上昇させるときのパル
ス信号を示している。BL輝度ダイナミック制御部６１は、パルス信号のDuty比が７５％と
なるように、パルス生成部６２が出力するパルス信号を制御する。
【００５３】
　このように、BL輝度ダイナミック制御部６１は、PWM出力期間ＴＡのなかで、液晶パネ
ル制御回路３１から供給された輝度設定値BLsetijに応じてパルス幅を変化させるPWM制御
を行う。
【００５４】
　図４は、PAM補正部６６によるパルスの電流値の制御を説明する図である。
【００５５】
　PAM補正部６６は、パルス生成部６２が出力するパルス信号の振幅（電流値）を変化さ
せることにより、目標輝度値に対する発光輝度の誤差を補正する。即ち、PAM補正部６６
は、PAM制御による補正を行う。なお、PAM補正部６６による補正が実行されるのは、目標
輝度値に対して５％未満の誤差に対してのみである。
【００５６】
　例えば、図４に示すように、初期状態としての、出力状態Ｐ（図３）の電流値をＱとす
ると、発光輝度取得部６４で取得された発光輝度が、目標輝度値よりも１％低下している
場合には、PAM補正部６６は、パルス信号の電流値を、電流値Ｑよりも１％上昇させる。
【００５７】
　同様に、発光輝度取得部６４で取得された発光輝度が、目標輝度値よりも２乃至４％低
下している場合には、PAM補正部６６は、それぞれ、パルス信号の電流値を、電流値Ｑよ
りも２乃至４％上昇させる。
【００５８】
　一方、発光輝度取得部６４で取得された発光輝度が、目標輝度値よりも５％低下してい
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る場合には、PAM補正部６６による補正ではなく、PWMパルス数補正部６５による補正が実
行される。
【００５９】
　図５は、図３の出力状態Ｐと同様にDuty比が５０％である場合における、PWMパルス数
補正部６５によるパルス数の制御を説明する図である。
【００６０】
　初期状態では、図３を参照して説明したように、２５パルスの期間に対して、２０パル
スの期間をPWM出力期間ＴＡとし、残りの５パルスの期間をPWM非出力期間ＴＢとするパル
ス信号が出力される（図５上段）。
【００６１】
　発光輝度取得部６４で取得された発光輝度が目標輝度値よりも５％低下している場合、
PWMパルス数補正部６５は、図５中段に示すように、PWM出力期間ＴＡのパルス数を１パル
ス増やし、２５パルスの期間に対して、２１パルスの期間をPWM出力期間ＴＡとし、残り
の４パルスの期間をPWM非出力期間ＴＢとするパルス信号をパルス生成部６２に出力させ
る。このパルス信号による出力は、図５上段の初期状態の出力よりもHighの期間が２１／
２０＝１．０５倍となり、初期状態から５％の発光輝度の低下を補正することができる。
【００６２】
　発光輝度取得部６４で取得された発光輝度が目標輝度値よりも１０％低下している場合
、PWMパルス数補正部６５は、図５下段に示すように、PWM出力期間ＴＡのパルス数を２パ
ルス増やし、２５パルスの期間に対して、２２パルスの期間をPWM出力期間ＴＡとし、残
りの３パルスの期間をPWM非出力期間ＴＢとするパルス信号をパルス生成部６２に出力さ
せる。このパルス信号による出力は、図５上段の初期状態の出力よりもHighの期間が２２
／２０＝１．１０倍となり、初期状態から１０％の発光輝度の低下を補正することができ
る。
【００６３】
　なお、例えば、発光輝度取得部６４で取得された発光輝度が目標輝度値よりも８％低下
している場合には、PWMパルス数補正部６５によって５％分の輝度低下を補正し、PAM補正
部６６によって３％分の輝度低下を補正する。即ち、輝度調整部６３は、補正量が５％未
満となるまでPWMパルス数補正部６５のパルス数の制御によって補正し、５％未満の補正
量に対しては、PAM補正部６６のパルスの電流値の制御によって補正する。
【００６４】
　次に、図６のフローチャートを参照して、光源制御回路３２のパルス信号生成処理につ
いて説明する。なお、図６では、補正が必要ないものとする。
【００６５】
　初めに、ステップＳ１において、BL輝度ダイナミック制御部６１は、液晶パネル制御回
路３１から供給された輝度設定値BLsetijに応じて、パルス生成部６２が生成するパルス
信号のパルス幅を制御する。
【００６６】
　ステップＳ２において、パルス生成部６２は、BL輝度ダイナミック制御部６１の制御に
したがい、所定のクロックのパルス信号を生成し、スイッチング素子５３に出力する。こ
こで出力されるパルス信号は、例えば、予め定められた一定期間としての２５パルスの期
間に対して、最初の２０パルスが出力され、残りの５パルスが出力されないパルス信号で
ある。
【００６７】
　ステップＳ３において、次の輝度設定値BLsetijが液晶パネル制御回路３１から供給さ
れたか否かが判定される。ステップＳ３で、次の輝度設定値BLsetijが未だ液晶パネル制
御回路３１から供給されていないと判定された場合、処理はステップＳ２に戻る。従って
、次の輝度設定値BLsetijが液晶パネル制御回路３１から供給されるまで、ステップＳ１
で制御されたパルス幅のパルス信号が、繰り返し、パルス生成部６２から出力される。
【００６８】
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　一方、ステップＳ３で、次の輝度設定値BLsetijが液晶パネル制御回路３１から供給さ
れたと判定された場合、処理はステップＳ１に戻る。そして、上述したステップＳ１およ
びＳ２の処理が実行されることにより、次に供給された輝度設定値BLsetijに対応するパ
ルス幅に変更されたパルス信号がパルス生成部６２から出力される。
【００６９】
　次に、図７のフローチャートを参照して、光源制御回路３２の輝度補正処理について説
明する。この処理は、図６のパルス信号生成処理と並行して実行される。
【００７０】
　初めに、ステップＳ１１において、発光輝度取得部６４は、受光センサ５２から供給さ
れるLED５１の発光輝度を取得する。取得された発光輝度は、輝度調整部６３に供給され
る。
【００７１】
　ステップＳ１２において、輝度調整部６３は、液晶パネル制御回路３１から供給された
輝度設定値BLsetijに対応する目標輝度値を目標輝度値メモリ１４から取得し、目標輝度
値と、発光輝度取得部６４から供給されたLED５１の発光輝度とを比較して、補正が必要
であるか否かを判定する。
【００７２】
　ステップＳ１２で、補正が必要ではないと判定された場合、即ち、目標輝度値とLED５
１の発光輝度との誤差が１％未満である場合、輝度調整部６３は、処理をステップＳ１１
に戻す。即ち、輝度調整部６３による輝度の補正は、特に実行されない。
【００７３】
　一方、ステップＳ１２で、補正が必要であると判定された場合、即ち、目標輝度値とLE
D５１の発光輝度との誤差が１％以上である場合、ステップＳ１３において、輝度調整部
６３は、目標輝度値とLED５１の発光輝度との誤差が５％未満であるか否かを判定する。
【００７４】
　ステップＳ１３で、目標輝度値とLED５１の発光輝度との誤差が５％未満であると判定
された場合、ステップＳ１４において、PAM補正部６６は、パルス生成部６２が出力する
パルス信号の電流値を変化させることにより、目標輝度値とLED５１の発光輝度との誤差
を補正する。
【００７５】
　一方、ステップＳ１３で、目標輝度値とLED５１の発光輝度との誤差が５％以上である
と判定された場合、ステップＳ１５において、PWMパルス数補正部６５は、PWM出力期間Ｔ
Ａのパルス数を１パルス増加させることにより、目標輝度値とLED５１の発光輝度との誤
差を補正する。
【００７６】
　ステップＳ１５の後、処理はステップＳ１３に戻り、目標輝度値とLED５１の発光輝度
との誤差が５％以上である場合には、再びステップＳ１５の処理が実行される。従って、
例えば、目標輝度値とLED５１の発光輝度との誤差が１３％である場合には、ステップＳ
１５の処理が２回行われ、PWMパルス数補正部６５によって１０％分の輝度補正が行われ
た後、残りの３％分の輝度補正が、PAM補正部６６におけるステップＳ１４の処理によっ
て行われる。なお、１回のステップＳ１５の処理で、１０％分の輝度補正を行うようにし
てもよい。
【００７７】
　以上のように、光源制御回路３２において、BL輝度ダイナミック制御部６１は、バック
ライト輝度ダイナミック制御をPWM制御により行う。また、輝度調整部６３は、受光セン
サ５２から供給されたLED５１の発光輝度と、液晶パネル制御回路３１から供給された輝
度設定値BLsetijに対応する目標輝度値とに基づいて、輝度補正処理を行う。より具体的
には、目標輝度値に対して５％単位のLED５１の発光輝度の誤差（輝度変化）に対しては
、PWM出力期間ＴＡのパルス数を増加させる制御で発光輝度を補正し、目標輝度値に対し
て５％未満の誤差（輝度変化）に対しては、パルス信号の振幅（電流値）を変化させる制
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御で発光輝度を補正する。
【００７８】
　PAM補正部６６による、パルス信号の振幅（電流値）を変化させる制御には、電流値を
大きく変化させてしまうと、LED５１において電流変化に対する波長シフトが発生し、色
が変化してしまうという問題が生じるが、５％未満の誤差に対してのみ、即ち、微少な補
正量（電流値の変化量）に対してのみ、パルス信号の電流値を変化させる制御による輝度
補正が行われるため、色が変化することはない。
【００７９】
　そして、５％単位の誤差に対しては、PWMパルス数補正部６５による、PWM出力期間ＴＡ
のパルス数を増加させる制御が行われる。PWM出力期間ＴＡのパルス数を増加させる制御
によれば、経時劣化による輝度の変化のような、変化率の大きい輝度変化に対しても、線
形性を保ったまま、輝度を変化させることができる。また、パルス数を増加するだけなの
で制御が容易である。
【００８０】
　また、PWMパルス数補正部６５とPAM補正部６６の制御が、BL輝度ダイナミック制御部６
１によるPWM制御に影響を与えることはない。即ち、BL輝度ダイナミック制御部６１が制
御するパルス幅に対しては、PWMパルス数補正部６５とPAM補正部６６は制御しない。
【００８１】
　このように、PAM補正部６６による、パルス信号の振幅を変化させる制御と、PWMパルス
数補正部６５による、PWM出力期間ＴＡのパルス数を増加させる制御とを組み合わせるこ
とにより、線形性が良く、色の変化もない（無視できる程度に少ない）輝度補正を行うこ
とが可能である。即ち、補正量が大きい場合でも、高精度に補正をすることができる。
【００８２】
　また、発光輝度取得部６４は、受光センサ５２によって計測される、赤色、青色、およ
び緑色のLEDそれぞれ独立の発光輝度を取得するので、輝度調整部６３は、発光輝度だけ
でなく色度も補正しているということができる。
【００８３】
　なお、上述した実施の形態における、一定期間内の総パルス数である２５、初期状態の
PWM非出力期間のパルス数である５などは、あくまで一例であり、その他の数値とするこ
とが可能である。例えば、上述した例では、出力を２５％（２５／２０＝１．２５）まで
しか増加させることができないが、それ以上出力を増加することを前提とする場合には、
初期状態におけるPWM非出力期間ＴＢのパルス数を増やせばよい。同時に、一定期間内の
総パルス数も増やしても良い。また、一定期間内の総パルス数を変更することにより、PW
Mパルス数補正部６５による、パルス数を増加させる制御の補正単位を５％以外に設定す
ることも可能である。
【００８４】
　上述した例では、目標輝度値に対して発光輝度が低下する誤差を補正する場合について
説明したが、目標輝度値に対して発光輝度が上回る誤差を補正する場合についても行うこ
とが可能である。即ち、目標輝度値に対して発光輝度が上回る誤差を補正する場合には、
PWMパルス数補正部６５において、PWM出力期間ＴＡのパルス数を減少させる制御を行い、
PAM補正部６６において、パルス信号の電流値を低下させる制御を行えば良い。
【００８５】
　本明細書において、フローチャートに記述されたステップは、記載された順序に沿って
時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列的ある
いは個別に実行される処理をも含むものである。
【００８６】
　また、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
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【図１】本発明を適用した液晶表示装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である
。
【図２】バックライトと光源制御回路の機能ブロック図である。
【図３】BL輝度ダイナミック制御部によるバックライト輝度ダイナミック制御を説明する
図である。
【図４】PAM補正部によるパルスの電流値の制御を説明する図である。
【図５】PWMパルス数補正部によるパルス数の制御を説明する図である。
【図６】制御部のパルス信号生成処理について説明するフローチャートである。
【図７】制御部の輝度補正処理について説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【００８８】
　１　液晶表示装置，　１２　バックライト，　１３　制御部，　１４　目標輝度値メモ
リ，　３２　光源制御回路，　６１　BL輝度ダイナミック制御部，　６２　パルス生成部
，　６３　輝度調整部，　６４　発光輝度取得部，　６５　PWMパルス数補正部，　６６
　PAM補正部

【図１】 【図２】
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【図７】
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